
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
（
十
二
月
五
日
） 

 

本
校
の
職
員
八
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
八
名
の
参
加
で
午
後
４
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
か
ら
六
十
周
年
記
念
式
典
の
こ
と
を
含

め
、
二
学
期
の
出
来
事
や
蒜
山
高
校
の
近
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
生
徒
の
学
習
状
況
、
進
学
補
習
の
予
定
、
三
年
生
の
進
路

状
況
、
冬
休
み
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
各
課
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
事
務
長
か
ら
記
念
式
典
の
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
本
校
の
存
続
に
関
し
て
の
想
い
や
、
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
態
勢
、
他
の
学
校
に
は
な
い
よ
さ

な
ど
、
た
く
さ
ん
発
言
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
の
方
々
の
積
極
的
な
意
見
に
我
々
教
職
員
も
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
役
員
会
で
し
た
。 

 
 

蒜
山
高
校
学
校
新
聞 

蒜
高
タ
イ
ム
ズ 

二
学
期
終
業
式
（
十
二
月
十
八
日
） 

 

岡
山
県
内
の
高
等
学
校
の
な
か
で
一
足
早
く
二
学
期
の
終
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。二
学
期
の
始
ま
り
を
通
常
の
九
月
一
日
よ
り
三
日
早
く
し
た

た
め
で
す
。
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｋ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
き
ま
し
た
。
式
の
前
の

掃
除
の
時
間
か
ら
取
材
が
始
ま
り
生
徒
達
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。 

 

式
の
中
で
校
長
は
、頭
を
使
い
知
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

話
し
、学
ぶ
と
は
驚
き
と
好
奇
心
を
持
つ
こ
と
だ
と
下
の
よ
う
な
図
形
の

問
題
を
二
問
冬
休
み
の
課
題
と
し
て
出
題
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
つ
目
に
今
年
一
年
間
を
振
り
返
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ

と
に
関
連
し
、
親
の
子
供
に
対
す
る
深
い
想
い
、
親
に
と
っ
て
子
供
は
絶

対
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
。自
分
の
行
動
が
親
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ

と
が
な
か
っ
た
か
。
親
に
「
こ
の
一
年
間
あ
り
が
と
う
。
来
年
も
ま
た
頑

張
る
か
ら
」
と
言
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。
と
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

「
心
の
専
門
家
」
来
校
（
十
二
月
四
日
） 

 

希
望
ヶ
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
臨
床
心
理
士
、
鈴
木
和
（
す
ず
き
や
す
し
）
先
生
が
来
校
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
先
生
は
、
今
年
度
よ
り

「
心
の
専
門
家
」
と
し
て
、
生
徒
や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
、
ま
た
、
教
職
員
へ
の
研
修
や
助
言
等
を
目
的
と
し
て
来
校
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
回
、
生
徒
や
教
職
員
の
話
を
丁
寧
に
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
回

が
、
今
年
度
最
後
の
来
校
日
で
し
た
。
鈴
木
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

交
通
安
全
美
作
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
十
二
月
三
日
） 

 

第
二
回
交
通
安
全
美
作
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
、
本
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
、
十
月
下
旬
に
美
作
地
区
に
あ
る
高
等

学
校
の
全
生
徒
に
考
え
て
も
ら
っ
た
交
通
安
全
標
語
の
美
作
地
区
優
秀
賞
と
佳
作
を
決
め
る
も
の
で
し
た
。
蒜
山
高
校
か
ら
は
次
の

四
作
品
が
代
表
と
な
り
、
美
作
地
区
全
校
か
ら
集
ま
っ
た
標
語
と
と
も
に
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
年
Ａ
組
牧
野
彩

花
さ
ん
の
作
品
が
見
事
、
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬
に
な
り
、
徒
歩
や
自
転
車
、
原
付
で
の
登
下
校
が
困
難
に
な
り
ま

す
が
、
三
学
期
も
交
通
安
全
に
注
意
し
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

『
左
右
見
ず 

あ
な
た
の
命
を 

左
右
す
る
』
三
年
Ｂ
組 

森
下
和
也 

『
信
号
を 

 

無
視
し
て
渡
る 

死
へ
の
道
』
三
年
Ｂ
組 

山
邊
由
貴 

『
赤
と
青 

 

二
つ
の
光
が 

 

分
か
れ
道
』
二
年
Ａ
組 

池
田
ち
あ
き 

『
不
注
意
で 

泣
い
て
も
戻
ら
ぬ 

君
の
顔
』
二
年
Ａ
組 

牧
野
彩
花 

   
  
 
 
 

 
 

                                        

                                            

自
動
車
学
校
へ
（
十
二
月
五
日
） 

 

二
学
期
期
末
考
査
が
終
わ
り
、
進
路
が
決
定
し
た
三
年
生
が
自
動
車
学
校
へ
入
校
し
ま
し
た
。
自
動
車
学
校

側
の
特
別
な
配
慮
で
送
迎
も
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
た
三
年
生
が
バ
ス
に

乗
り
込
ん
で
行
き
ま
し
た
。 

 

四
月
一
日
か
ら
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
自
動
車
免
許
取
得
の
た
め
の
勉
強
を
し
、
年
内
に
自
動
車

学
校
を
卒
業
す
る
者
も
い
ま
す
が
、
蒜
山
高
校
を
卒
業
す
る
三
月
一
日
ま
で
は
免
許
取
得
は
出
来
ま
せ
ん
。
交

通
ル
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
校
の
ル
ー
ル
も
し
っ
か
り
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 
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二
学
期
期
末
考
査
（
十
二
月
一
日
〜
五
日
） 

 

五
日
間
に
わ
た
り
期
末
考
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
週
間
前
か
ら
は
部
活
動
も
な
く
、
普
段
よ
り
も
早
く
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
に
変
化
は
見
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
結
果
だ
け
を
み
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
ど
ん
な
こ
と
を
し

た
の
か
を
し
っ
か
り
思
い
出
す
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
通
知
表
は
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
行
わ
れ
る
三
者
懇
談
（
一
・
二
年
生
）

で
渡
さ
れ
る
か
郵
送
（
三
年
生
）
で
ご
家
庭
に
届
き
ま
す
。
卒
業
や
進
級
が
決
定
す
る
ま
で
定
期
考
査
は
あ
と
一
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
冬
休
み
に
入
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
家
庭
学
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

     お願い 

新聞をご覧になられた感想，ご意見などあ

りましたら下記までお願いいたします。 

蒜山高校 Tel:66 – 2016（担当 土居） 
e-mail: hiruzen07@pref.okayama.jp 

１月の予定 
１月 
 8日(木)   始業式 
       課題考査(1,2年生) 
 9日(金)   課題考査(1,2年生) 
 14日(水)  あいさつ運動 
 17日(土)  センター試験 
 18日(日)  センター試験 
 20日(火)  合同トレーニング 
～23日(金) 
 21日(水)  学年末考査(3年) 
～23日(金) 

“同窓会よりお知らせ ” 
同窓生の皆様には名簿の発行

につきまして、ご協力ありがとう

ございました。 
 同窓会事務局では名簿の余部

を少し持っております。ご入り用

の方はご連絡ください。 
蒜山高校 担当：片山、美甘 

進
学
補
習
（
十
二
月
十
五
日
〜
二
十
二
日
） 

 

期
末
考
査
が
終
わ
り
通
常
の
授
業
日
を
経
て
、
進
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
冬
季
補
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
年
生
は
三
教
科

（
国
・
数
・
英
）、
二
・
三
年
生
は
五
教
科
（
国
・
数
・
英
・
理
・
社
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
学
年
と
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
三
年
生
は
、
目
前
に
控
え
た
セ
ン
タ
ー
試
験
に
向
け
て
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
二
・
一
年
生
は
来
年
、
再
来
年
に
向
け

各
自
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
冬
季
休
業
中
も
課
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
主
勉
強
に
励
み
ま
し
ょ
う
。 
 

就
職
希
望
の
生
徒
は
、
ど
の
企
業
で
も
ほ
ぼ
学
科
試
験
（
国
・
数
・
英
な
ど
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
の
定
期
考
査
と
は
違

い
、
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
す
べ
て
を
範
囲
と
し
て
出
題
さ
れ
ま
す
。
こ
の
冬
休
み
は
試
験
間
際
に
焦
ら
な
い
た
め
に
、
今
ま
で
の
こ
と

を
復
習
し
た
り
、
面
接
の
た
め
に
自
分
自
身
の
性
格
や
行
動
を
振
り
返
る
時
期
と
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

下のように５つの長方形が並

んでいるとき、一本の直線で

面積を二等分しなさい。 

縦10ｃｍ、横５ｃｍの長方形

を二本の直線で三等分しなさ

い。 


